
 今回は、SGH・課題解決型キャリア研究に係る講演会の情報をお伝えします。講師は NPO法人

マラリア・ノーモア・ジャパン専務理事の水野達男氏で、課題研究に取り組んでいる１年生全員が受講

しました。 

◇ 平成２６年度 第３回ＳＧＨ講演会                       

■日 程 平成２６年１０月２１日（火）14:15～16:05 

■会 場 本校体育館 

■演 題 「日本の技術が世界を変える、世界を救う！～住友化学のマラリア

対策蚊帳事業 私の経験を通じて～」 

■概 要 

１ Global市場、BOPビジネスとは？ 

・Global⇒定点観測すると変化が分かる（マサイ族のライフスタイルの変

化を例に）⇒時は動いている！ 

・BOP＝Base of the Economic Pyramid（低所得層）を対象としたビジネ

ス⇒将来的には新中間層を形成⇒将来のビジネス市場 

・分析には事例が必要⇒アジア・アフリカの人口増加 
 
２ DVD「未来への懸け橋～住友化学のアフリカ支援～」の視聴 

・マラリア対策のオリセット・ネット（防虫効果のある蚊帳）の製造・販

売 による企業の社会貢献を通じてアフリカの現状を知る！ 

 

３ オリセットネット（マラリア対策用蚊帳）事業での２つの挑戦 

・開発（０から１）での挑戦⇒防虫剤とプラスティックチップの結合⇒一人ひとりの高い使命感と

情熱の成果物 

・事業化での挑戦⇒蚊帳の販売システム（輸送トラックと小売店網）の構築⇒マラリアでの５歳

未満の子どもの死亡が 1人／30秒から１人／1 分に減少 

 

４ ワークショップ⇒今日の話を聞いて、アフリカに行ってみたいと思っ

たか？ それはなぜか？ 

Yes  人を助けて自分たちもお金を稼げるから。 

 Yes  まず、自分の目で見て異なる文化や実態を知りたいから。 

 No  マラリアの危険がある。貧困で治安も悪いから。 

 No  助ける仕事は必要だと分かるが、Yesとは言い切れない。 

 

４ 水野氏のメッセージ 

・人には必然しか起きていない。 

・人生の方程式⇒人生・仕事の成果＝考え方×熱意×能力⇒・能力は３番目。考え方と熱意は今

からでも変えられる。自分もはじめはアフリカでの仕事に消極的だった。 

・自分の強い関心事（好奇心）をかきたてることを自分の価値観でじっくり見つけ、チャンスだと

思ったら挑戦して行動に移す。⇒チャンスの神様を見逃さない！ 

◇ 生徒の感想                                   

・世界は進化し続けていることが分かりました。 

・困難な目的を達成するためには、強い何かしらの思いをもち続けなければいけないんだと思いました。 

・将来は、自分が自らやりたいと思うような仕事につけるようにこれからいろいろなことにチャレンジ

したい。 

・当事者としての自分になれれば、そこから自分の努力や行動で道が広がるのだと分かった。 
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